
現在、長浜市唐国町の水引神社には、第2代滋賀県令を務めた籠手
こ て

田
だ

安定
やすさだ

の肖像が安置されています。籠手

田県令は、近隣の月ヶ瀬・田・酢・唐国という水害に苦しむ4つの旧村を救った恩人の1人だからです。 

今回の展示では、県会を舞台とする激しい応酬の末に、ようやく起工に至った湖北の治水工事（田川カルバ

ートの建設）の歴史を御紹介します。 

                            

                            

                           

 

 



 

 

①3河川周辺の図（田川カルバート建設前） 

②「浅井郡水害所一覧絵図」【明ぬ100（1）】 

    

月
ヶ
瀬
ら
四
か
村
は
、
古
来
よ
り
田
川
・
高
時
川
・
姉
川

と
い
う
三
河
川
の
合
流
地
点
で
、
大
雨
の
度
に
大
き
な
氾
濫

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
（
①
）。
幕
末
に
は
田
川
を
分
水
し
、
高

時
川
の
下
を
伏

ふ
せ

越
こ
し

樋 ひ

で
通
す
工
事
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
木
製

の
た
め
腐
朽
が
激
し
く
、
そ
の
後
も
水
害
は
起
こ
り
続
け
ま

し
た
。
そ
の
た
め
維
新
直
後
よ
り
四
か
村
は
、
新
た
な
治
水

事
業
の
実
施
を
求
め
、
度
々
県
に
訴
え
出
て
い
ま
し
た
。
明

治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月
五
日
、
滋
賀
県
に
提
出
さ
れ
た

「
浅
井
郡
水
害
所
一
覧
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
高
時
川
の
曲
流

部
分
を
直
流
に
付
け
替
え
、
田
川
の
分
水
が
流
れ
る
新
川
の

伏
越
樋
を
石
造
に
し
て
本
流
に
す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
で

す
（
②
）。 

            

 

そ
の
一
方
、
三
河
川
合
流
箇
所
の
下
流
に
位
置
す
る
新

居
・
野
寺
・
八
木
浜
・
大
浜
・
川
道
・
南
浜
の
六
か
村
（
現

長
浜
市
）
は
、
別
の
治
水
工
事
を
構
想
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

明
治
六
年
十
二
月
十
五
日
、
合
流
箇
所
を
三
町
ほ
ど
下
流
に

ず
ら
す
と
い
う
工
事
を
県
に
願
い
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
六

か
村
は
、
月
ヶ
瀬
ら
四
か
村
と
は
逆
に
、
日
頃
か
ら
干
ば
つ

に
悩
ま
さ
れ
、
晴
天
が
続
い
て
も
枯
れ
る
こ
と
が
な
い
田
川

の
用
水
に
期
待
し
た
の
で
す
。
彼
ら
は
田
川
の
流
水
を
変
更

す
る
四
か
村
の
治
水
工
事
に
は
、
強
く
反
対
し
ま
し
た
。 

新
川
の
下
流
に
位
置
す
る
落
合
・
錦
織
両
村
（
現
長
浜
市
）

に
と
っ
て
も
、
同
川
の
治
水
工
事
は
切
実
な
課
題
で
し
た
。

伏
越
樋
の
破
損
は
、
両
村
に
水
害
の
危
機
を
も
た
ら
す
た
め
、

そ
の
修
繕
を
強
く
月
ヶ
瀬
ら
四
か
村
に
求
め
た
の
で
す
。
四

か
村
は
幕
末
の
新
川
普
請
の
際
に
、
そ
の
修
繕
の
義
務
を
負

う
約
条
書
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
八
年
十
一
月
二
十

二
日
、
彼
ら
は
落
合
・
錦
織
両
村
に
約
束
違
反
を
追
及
さ
れ
、

万
一
新
川
を
埋
め
立
て
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
全
ク
魚
類
同
様

の
在
様
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
県
に
そ
の
官
費
負
担
を
訴

え
ま
し
た
。 

し
か
し
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
利
害
関
係
が
絡
む
三
河
川
の

治
水
工
事
は
、
県
と
し
て
も
容
易
に
判
断
を
下
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
得
失
を
調
査
す
る
と

し
て
、
し
ば
ら
く
は
い
ず
れ
の
治
水
構
想
も
保
留
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
明
治
十
二
年
三
月
二
十
日
、
一
向
に
起
工
さ
れ
な

い
状
況
を
見
か
ね
た
月
ヶ
瀬
ら
四
か
村
は
、
一
万
円
の
上
納

金
を
申
し
出
ま
し
た
。
工
事
が
着
手
さ
れ
れ
ば
、
各
村
の
水

害
難
地
約
一
八
〇
町
か
ら
、
一
反
（
〇
・
一
町
）
に
つ
き 

             

  

五
円
五
六
銭
を
支
払
う
と
い
う
計
算
で
す
。
五
月
二
十
七
日

に
は
さ
ら
に
五
千
円
を
増
額
し
、
計
一
万
五
千
円
の
上
納
金

を
確
約
し
ま
し
た
。 

翌
二
十
八
日
、
租
税
課
土
木
部
の
岡
田
直
之
・
市
川
定
義

は
、
こ
の
切
迫
し
た
民
情
を
酌
量
し
て
「
迅
速
施
行
ス
ル
ニ

他
ナ
シ
」
と
い
う
意
見
書
を
七
里
定
嘉
課
長
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
七
里
は
、
当
水
害
地
は
容
易
で
は
な

い
難
所
の
た
め
、「
軽
忽
ニ
着
手
シ
難
シ
」
と
し
て
、
内
務
省

土
木
局
の
御
雇
工
師
デ
レ
ー
ケ
に
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
伏
越
樋
を
煉
瓦
製

に
し
て
、
新
川
を
本
流
に
す
る
田
川
カ
ル
バ
ー
ト
構
想
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 



 

 

③「水害除外工事の儀に付歎願書」【明ぬ135（41）】 

④「治水費県会に於て否決の義に付再伺」【明く47合本2（7）】 ⑤「第2代県令籠手田安定」（滋賀県蔵） 

    

数
年
に
わ
た
る
調
査
検
討
の
末
、
よ
う
や
く
明
治
十
五
年

度
地
方
税
予
算
に
、
東
浅
井
郡
水
害
除
却
工
費
三
万
三
八
四

一
円
七
五
銭
二
厘
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
通
常
県
会
で
は
、
同
年
に
お
け
る
多
額
の
地
方
税
支
出
を

懸
念
す
る
意
見
や
、
恩
恵
を
受
け
る
地
域
が
限
ら
れ
る
な
ど

の
反
対
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
片
や
こ
の
大
工
事

の
地
方
税
負
担
を
止
め
れ
ば
、
到
底
村
の
協
議
費
で
は
賄
え

な
い
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
出
席
議
員
三

九
名
の
内
二
〇
名
の
過
半
数
が
反
対
し
、
否
決
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。 

こ
の
通
常
県
会
は
、
四
か
村
の
総
代
と
し
て
、
月
ヶ
瀬
村

の
前
田
荘
助
と
酢
村
の
国
友
長
左
衛
門
も
傍
聴
し
て
い
ま
し

た
。
議
場
の
様
子
を
「
実
ニ
切
歯
シ
テ
」
見
守
っ
て
い
た
彼

ら
は
、
明
治
十
五
年
六
月
二
日
、
改
め
て
県
令
籠
手

こ

て

田 だ

安
定

や
す
さ
だ

に

切
迫
し
た
状
況
を
訴
え
、
速
や
か
な
起
工
を
懇
願
し
ま
し
た

（
③
）。
こ
れ
を
受
け
て
籠
手
田
は
、
同
月
七
日
、
県
会
に
再

議
を
命
じ
ま
す
が
、
議
員
ら
は
「
直
チ
ニ
県
令
ニ
返
上
セ
ン
」

と
反
発
し
て
再
び
否
決
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
十
九
日
に
は
、

二
度
目
の
再
議
を
指
示
す
る
も
、
結
果
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

そ
こ
で
六
月
二
十
八
日
、
県
大
書
記
官
河
田

か

わ

た

景
福

か
げ
と
み

は
、
内

務
省
に
地
方
税
の
支
出
許
可
を
求
め
る
伺
書
を
提
出
し
ま
す
。

府
県
会
規
則
第
五
条
に
お
い
て
、
県
令
が
県
会
の
議
決
を
認

可
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
し
た
際
、
内
務
省
の
指
揮
を
請
う

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
内
務
省
か
ら 

              

の
電
報
は
、「
キ
キ
ト
ド
ケ
ガ
タ
シ
」
と
の
返
答
で
し
た
。

八
月
八
日
に
は
、
今
度
は
籠
手
田
県
令
自
ら
内
務
省
に
伺
書

を
提
出
し
、
地
方
税
支
出
は
「
当
然
ノ
筋
ト
確
信
候
」
と
訴

え
ま
し
た
（
④
⑤
）。 

さ
ら
に
八
月
二
十
二
日
、
大
書
記
官
河
田
景
福
が
内
務
省

に
直
接
事
情
を
聞
き
質
す
た
め
、
東
京
に
出
立
し
て
い
ま
す
。

二
十
五
日
よ
り
始
ま
っ
た
内
務
省
で
の
交
渉
で
は
、
治
水
費

の
負
担
は
、
地
方
税
か
村
の
協
議
費
か
の
判
断
が
非
常
に
難

し
い
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
県
令

が
地
方
税
に
属
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
も
、
県
会
の
判
断
に

従
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
河
田
は
、

次
年
度
の
県
会
で
の
再
提
出
ま
で
は
否
定
し
て
い
な
い
と
い

う
言
質
を
と
っ
た
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
帰
県
を
決
め
ま
す
。 

 

                            



 

 

⑥「田川伏樋改築県会否決に付決行の伺」【明く47合本2（1）】 

⑦「現在の水引神社」（筆者撮影） 

   

内
務
省
の
意
向
を
踏
ま
え
、
明
治
十
六
年
度
地
方
税
予
算

に
は
、
田
川
筋
変
更
費
の
名
目
で
、
前
年
と
同
額
の
三
万
三

八
四
一
円
七
五
銭
二
厘
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
前
年
の
精
神
を
引
き
継
い
で
削
除
す
べ
き
と
い
う
意

見
が
多
数
を
占
め
、
再
び
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

後
籠
手
田
県
令
は
、
こ
の
ま
ま
再
び
県
会
が
否
決
し
続
け
る

の
で
あ
れ
ば
、「
涙
ヲ
揮
テ
馬
謖
ヲ
斬
ル
ノ
想
」
で
断
行
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
、
自
ら
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
再
議
を
促
し
ま
す

が
、
結
局
工
費
は
約
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 籠

手
田
県
令
は
、
到
底
起
工
で
き
な
い
ほ
ど
減
額
さ
れ
た

工
費
を
認
め
ず
、
五
月
八
日
に
再
度
、
内
務
省
に
地
方
税
の

支
出
許
可
を
求
め
る
伺
書
を
提
出
し
ま
す
（
⑥
）。
籠
手
田
は
、

治
水
工
事
に
至
る
経
緯
を
詳
細
に
説
明
し
た
上
で
、
県
会
で

の
反
対
意
見
を
一
つ
一
つ
反
駁
し
、
本
工
費
が
「
地
方
税
支

弁
ニ
属
ス
ル
ハ
当
然
ナ
リ
」
と
起
工
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。
こ
の
伺
書
に
は
、「
実
ニ
不
当
」、「
謬
見
ノ
甚
タ
シ
キ
」、

「
不
公
平
」
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
強
い
苛
立

ち
が
見
て
取
れ
ま
す
。 

河
田
大
書
記
官
も
再
度
上
京
し
、
五
月
十
五
日
よ
り
内
務

省
と
交
渉
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
五
月
二
十

六
日
に
は
、
よ
う
や
く
許
可
指
令
が
下
り
ま
す
。
翌
日
河
田

は
「
チ
ス
イ
ヒ
ノ
ウ
カ
ガ
イ
キ
キ
ト
ド
ケ
ノ
シ
レ
イ
ア
リ
」

と
県
に
電
信
を
送
り
ま
し
た
。 

内
務
省
の
許
可
を
得
て
、
籠
手
田
県
令
は
田
川
筋
変
更
費

を
原
案
通
り
執
行
し
ま
す
。
新
川
の
伏
越
樋
を
「
ア
ー
チ
カ

ル
ヘ
ル
ト
」（
カ
ル
バ
ー
ト
）
に
替
え
、
川
幅
を
拡
張
し
て
田

川
の
本
流
と
す
る
大
工
事
で
す
。
明
治
十
六
年
十
一
月
一
日

に
起
工
し
、
翌
十
七
年
六
月
十
八
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
月

ヶ
瀬
ら
四
か
村
の
人
び
と
は
、
こ
の
改
修
に
尽
力
し
た
籠
手

田
県
令
の
功
績
を
讃
え
、
カ
ル
バ
ー
ト
の
近
隣
に
祠
を
建
立

し
ま
し
た
。
後
に
は
水
引
神
社
と
合
祀
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
も
形
を
変
え
て
地
域
の
人
び
と
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
す

（
⑦
）。 
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